
 インターン先（海外）で自分のノートパソコンからイン

ターネットを利用する。 
 
1 ここでは、インターン先にて、自分のパソコンを用いてインターネットを利用するための設定方

法について説明します。 

 
2 インターネットに接続するには下記の項目が必要となります。 

1) 接続方法の確立 
2) プロバイダーの選択（接続方法が電話回線の場合）と設定 
3) ブラウザの設定 

 

 接続方法の確立 
1 インターネットに接続するには、インターン先のネットワーク（ＬＡＮ）を利用する方法と、電話

回線を利用する方法とがあります。 

 
2 インターン先のネットワーク（ＬＡＮ）を利用する場合 

2.1 ネットワークを利用する場合は、パソコンにネットワークカード（ＬＡＮカー

ド）を取り付け、設定を行った後、インターン先のシステム管理者に最終設定を依

頼します。 

2.2 ネットワークカードの設定はパソコン及びネットワークカードにより、異なり

ますので、個別の説明書により設定ください。パソコンによっては最初からネット

ワークカードが組み込まれているものもあります。 

 
3 電話回線を利用する場合 

 
3.1 電話回線の確認 

電話回線を利用するためには、最初に電話回線の確認が必要です。自分のパソコン

とインターン先の電話回線の相性が合わないと相手先の電話交換機、又はパソコン

の破損等が発生する恐れがあるため、事前に確認しておく必要があります。日本を

出発する前に、前任者、あるいはパソコンショップ等にて調べ、必要ならば対応策

を準備します。（電話回線用モジュラージャック形状、電話回線の種類等） 
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3.2 モデムの設定 

電話回線が確認できたら、次にモデムの設定を行います。 
1) デスクトップ画面から、「スタート」ボタンをクリックし、「設定」を選択し、「コントロールパ
ネル」をクリックします。「コントロールパネル画面」が表示されたら「モデム」をクリックしま

す。 
 

2) モデムのプロパティ画面が出たら、
設定されているモデム名が、正しい

か確認します。モデムがパソコン附属

の場合はパソコンの説明書等を見て

正しいか確認します。 

モデム名を確認 

 
 
 
 
 
 

3) モデムが正しければ次の手順にて、
(a) 該当モデム名が反転表示

モデムが使用状態にあるか確認します。 

 

クリック 

されていることを確認した後、

「プロパティ」をクリックしま

す。 
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クリック 

(b) ポート番号、最高速度が適切

化どうか、パソコンの説明書で確認

し、「ＯＫ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

(c) 「検出結果」をクリックしま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

(d) 該当の「ポート番号」を選択

し、「詳細情報」をクリックします。 

 
(e) モデムが使える状態ならば、

モデムの詳細情報が表示されます。 

(f) 表示が無い場合４）項の手順

でモデムの設定を確認します。 
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4) 正しく設定されていない場合は、下記の要領でモデムの設定を確認する必要がありま
す。 

(a) デスクトップ画面から、「スタート」ボタンをクリックし、「設定」を選択

し、「コントロールパネル」をクリックします。「コントロールパネル画面」が表

示されたら「システム」をクリックします。 

 
(b) 「デバイスマネージャ」

タブをクリックします。 

クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(c) モデムをクリックします。 

クリック 
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クリック 

選択 

(d) 該当の機種を選択し、プ

ロパティーをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容確認

(e) デバイスが正常に動作し

ているか、確認します。正常な

らば「ＯＫ」をクリックします。

そうでない場合、その内容によ

り、各々必要な作業します。

（例：デバイス状態変更、ドラ

イバの更新。。。） 

 
 
 
 
 
 

 プロバイダーの選択と設定 
1 プロバイダーの選択 

 
1.1 プロバイダー 

電話回線をインターネットに接続するためにはプロバイダーという、回線接続業者

と契約する必要があります。インターン先でインターネットを使う場合、現地のプ

ロバイダーを使う方法と、海外での接続サービスを行っている日本のプロバイダー

を使う方法があります。一般的に現地のプロバイダーの方が割安になることが多い

と思われますが、契約を現地の言語にて行う必要があるため、接続までに時間が掛

かり、また色々なトラブルも考えられます。推奨できる方法としては、海外での接
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続サービスを行っているプロバイダーと出発前に契約しておき、現地でそのまま継

続して使用します。その後、安くて、使いやすい、現地のプロバイダーが見つかれ

ばそこと契約します。日本のプロバイダーをキャンセルするかどうかは、インター

ンの期間、現地でトラブルに会った時に対応できるかによって判断します。 
 

1.2 プロバイダーの選択 

プロバイダーを選択するに当たって、一番最初に考慮すべきことは、インターネッ

ト接続を行う場所の近くに、回線接続の窓口（アクセスポイント）があるかどうか

です。アクセスポイントが遠いと、そこに接続するための電話料金が高くなるので、

近くにアクセスポイントを持っているかどうかは、重要なポイントです。他に考慮

すべきポイントは、料金、サービス等です。プロバイダー毎に、色々な料金体系と

サービスを持っていますので、ご自分に合ったプロバイダーを選択ください。 
 

1.3 ダイヤルアップに必要な情報の設定 

パソコンよりモデム経由にて、自動ダイヤルアップする際に必要な情報を設定しま

す。 
1) まず、デスクトップ画面から「マイコンピ
ュータ」をクリックします。 

クリック 

 
2) 「ダイヤルアップネットワーク」をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 

クリック 

3) 「新しい接続」をクリックします。 
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4) 接続名のところに、「プロバイダ
名」を記入し、表示されているモデム

名を確認後、「次へ」をクリックする。 

クリック 

モデム名確認 

プロバイダ名記入 

 
 
 
 
 
 

5) アクセスポイントの「国番号」「電話
番号」を確認し、「次へ」をクリックす

る。 

確認 

クリック 

クリック 

 
 
 
 
 

6) 「完了」をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

7) ダイヤルアップネットワークのフォ
ルダーに、今作成したプロバイダー

用のアイコンができているのを確認し、

これを右クリックします。 

右クリック 
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クリック 

8) 「プロパティ」をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

9) 「サーバの種類」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10) 「ダイヤルアップサーバ
ーの種類」を使用ＯＳに合

わせて選択し、「使用でき

るネットワークプロトコル」

の「ＴＣＰ／ＩＰ」をチェックし

た後、「ＴＣＰ／ＩＰ設定」をク

リックします。 
 

」 
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選択 

チェックを外す 
 
 

チェック箇所変更 
 
 

クリック 
 



 
11) 「サーバーが割り
当てたＩＰアドレス」を

チェックします。 
12) 「ネームサーバー
アドレス」はプロバイ

ダーの指示により設

定します。 
13) 「ＩＰヘッダー圧縮
を使う」「リモートネッ

トワークでデフォルト

のゲートウェイを使

う」をチェックします。 
14) 「ＯＫ」をクリックし
ます。 

 
 
 
 
 
 

15) 「ＯＫ」をクリックし
ます。 
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クリック 

クリック 
チェック 設定 

チェック 



16) 作成したプロバイダー
のアイコンをクリック（左ク

リック）します。 

クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17) プロバイダーから入
手した情報により、下記

を入力します。

チェック 

入力 

クリック 

入力 

 
(a) ユーザー名 

(b) パスワード 

(c) アクセスポイ

ントの電話番号 

(d) 発信元 

18) 「パスワードの保存」
をチェックします。 

19) 「ダイヤルのプロパテ
ィ」をクリックします。 
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クリック 

チェック 

記入 

確認 
20) 「アクセスポイント」に関
し確認します。 

21) 「外線発信番号」があれ
ば記入します。 

22) 使用している電話回線
の種類をチェックします。 
「トーン」と「パルス」

の見分け方は、電話す

る時に、「ピッポッパ」

という音がするものは

「トーン」、「ルル

ル。。。」という音がする

のは「パルス」です。 

23) 「ＯＫ」をクリックします。 
 
 

24) 「接続」をクリックしま
す。 

クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

25) 「ダイヤル中」の表示が
出ます。 
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26) アクセスポイントに接続
され、自動的にユーザー名

とパスワードを確認されま

す。 
 
 

27) 回線が接続されると、タスクバーの右端にパソコンのアイコンが表示されます。これで、
回線接続完了です。 

28) このアイコンを右クリックします。 
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29) 「切断」をクリックし、回線を切断し
ます。アイコンが消えたら切断終了で

す。 
クリック  ブラウザの設定 

1 インターネットに接続するためには、インターネット接続用のソフトが必要ですが、このソフトの

ことをブラウザといいます。ブラウザには色々ありますが、代表的なものに下記の２つがあり

ます。 

1) Microsoft Internet Explorer 
2) Netscape Navigator 

 
2 新しく windows版パソコンを購入すると、「Microsoft Internet Explorer」が標準装備されてい

ます。ここでは、「Microsoft Internet Explorer」の設定について説明します。他のブラウザを

ご使用の場合は各ブラウザの説明に従ってください。 

 
3 インターネット接続設定 

1) デスクトップ画面で「Microsoft Internet 
Explorer」を見つけ右クリックします。 

右クリック  
 

2) 「プロパティ」をクリックします。 

クリック 

 
 
 
 
 
 
 

 - 13 - 



 
3) 「接続」をクリックします。 

クリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4) 電話回線を使用する
場合は、「通常の接続で

ダイヤルする」を選択し

ます。ＬＡＮを利用する場

合は「ダイヤルしない」を

選択し、「ＯＫ」をクリック

します。 
5) 電話回線を使用する
場合は、ダイアルアップ

と仮想プライベートネット

ワークの設定で、該当の

プロバイダーとアクセス

ポイントを選択し、「既定

に設定」をクリックし、「Ｏ

Ｋ」をクリックします。 
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